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神戸市危険物安全大会開催！
　6月第2週に設けられた危険物安全週間中の6月10
日（金）、神戸市防災コミュニティセンターにおい
て、神戸市消防局との共催で平成28年度神戸市危険
物安全大会を開催しました。
　来賓として、総務省消防庁危険物保安室課長補佐
の鈴木健志氏、兵庫県災害対策局長の森田克彦氏を
お招きし、関係者約150名参加のもと優良危険物事
業所等の表彰式及び記念講演を行いました。

　日頃から危険物の安全管理に努め災害の予防に功
績のあった危険物事業所及び危険物取扱者につい
て、市長から5事業所及び2名に、協会長から8事業
所及び4名に表彰状が贈呈されました。各表彰者に
ついては下段のとおりです。
　表彰式の後は、主催者を代表して菅原消防局長か

らあいさつ、総務省消防庁及び兵庫県からご祝辞が
あり、｢私達は、危険物の保安に関する知識、技能
の向上を図り危険物災害の防止に努めます。…｣ と
危険物事業所を代表して松村石油化成株式会社の松
村二郎氏の発声に合わせ、全員で危険物安全宣言を
行い、防災の決意を新たにしました。
　記念講演においては、総務省消防庁危険物保安室
課長補佐の鈴木健志氏から ｢最近の危険物行政につ
いて｣ と題しご講演をいただきました。講演内容の
一部を紹介します。
　・近年の事故発生状況について
　　　石油化学工場等における社会的影響の大きい
死傷者を伴う爆発火災が発生している。

　・事故防止対策の推進について
　　　安全に関する技術の伝承・人材育成
　　　設備等の安全性を向上させる取組
　　　安全対策を確実に実施するための体制づくり
　・大規模地震の発生に備えた各種対策について
　　　危険物施設の震災等ガイドラインの策定
　・消防庁における各種検討について
　　　天然ガススタンド併設給油取扱所の停車ス
ペース共有化

　　　地域特性に応じた給油取扱所の運用形態
　　　マグネシウム火災に対する調査検討
　　　屋外タンク貯蔵所の安全対策の推進

講演をする消防庁の鈴木課長補佐
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新規購入のDVDの紹介

　6月10日（金）9時10分から、神戸市防災コミュニ
ティセンターにおいて、菅原消防局長、瀨川予防部
長をはじめ、各消防署長を来賓に迎え、役員及び代
議員等の会員あわせて約100名が出席し、平成28年
度定期総会が開催されました。

　議案審議では、平成27年度事業結果及び歳入･歳
出決算、役員改選、平成28年度事業計画（案）及び
歳入･歳出予算（案）が事務局より説明され、満場一
致で承認されました。

　本年度の事業計画は次のとおりです。
	1　諸会議の開催
　　総会・理事会・連絡会を実施する。
	2　各種講習会等の開催及び協力
（1）危険物取扱者試験養成講習
　　（公財）兵庫県危険物安全協会が実施する危険
物取扱者試験の受験者を対象とした講習会（3回）
に協力する。

（2）安全講演会の開催
　　危険物施設の管理者、保安監督者等を対象に危
険物保安管理に関する講演会を開催する。
	3　事業活動の助成
　　各地区協会が実施する事業活動に対し、積極的
に助成する。
	4　危険物安全週間行事の実施
　　危険物安全週間の行事を積極的に実施し、危険
物施設を有する事業所の自主保安体制の確立を図
る。
	5　危険物安全大会の開催
　　消防局と共催で安全大会を開催し、優良危険物
事業所等の表彰、講演会等の実施により、会員の
安全意識の高揚を図る。

	6　危険物に関する調査研究
　　各種講演会、研修会をより充実したものにす
るため、危険物災害及び各都市における危険物保
安体制の実態等について調査し、資料の収集を行
う。
	7　危険物関係図書の刊行等
　　危険物施設等の管理者、保安監督者、危険物
取扱者等の危険物に関する知識の向上に資するた
め、図書の刊行等を行う。
	8　会報 ｢協会だより｣ の発刊
　　各会員に種々の情報を提供するため、会報を発
行（年1回）する。
	9　優良危険物事業所等の表彰
　　会員のうち、危険物の安全管理等に功績のあっ
た事業所又は個人を表彰する。
10　生活あんぜん・あんしん情報誌「雪」の発行
　　消防局監修の情報誌「雪」発行業務を行う。
11　視聴覚教材（ＶＨＳ・ＤＶＤ）の貸出
　　事業所における教育・訓練等を支援する
12　今後の協会のあり方についての検討

　当協会では、会員事業所における教育・訓

練等を支援するために視聴覚教材（VHS・

DVD）の貸出事業を行っております。貸出を

希望される場合は、事務局又は地区協会事務

局（各消防署内）までお問い合わせください。

平成 27年度購入の視聴覚教材
番
号 題　　　　　　　　名 作成

年月
上映
時間

所有本数
VHS DVD

62
消防法における危険物の性状に応じた
火災予防と消火方法

Ｈ.28.3 39分 1

63
危険物事故とリスク
～教訓を活かすために～

Ｈ.28.3 29分 2

（平成 28 年 5 月現在）

お 知 ら せ

あいさつをする玉垣副会長

◆◆◆◆　平 成 ₂₈ 年 度 定 期 総 会　◆◆◆◆
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神戸市危険物安全協会役員名簿
平成 28 年 7 月 1 日現在
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「11 訂版危険物法令の早わかり」
・改正の概要・変遷を項目ごとにまとめ、
わかりやすく解説
・危険物施設ごとのチェック項目が一目
でわかる

　危険物の規制に関する政令別表第一及び同令別表
第二の総務省令で定める物質及び数量を指定する省
令が改正され、次の物質が新たに追加されました。
平成28年2月1日以降これらの物質を200キログラ
ム以上貯蔵、取扱う場合には消防署長へ届出が必要
となります。

◦ピロカテコール及びこれを含有する製剤

神戸市危険物安全協会代議員名簿
平成28年8月9日現在

地区名 現在数 事　業　所　名

東灘 10

ティー・エム・ターミナル㈱神戸事業所
㈱Ｊ - オイルミルズ神戸工場
日本アルコール販売㈱大阪支店神戸事業所
甲南ユーテイリテイ㈱
新日化エポキシ製造㈱神戸工場
神港有機化学工業㈱
昭和産業㈱神戸工場
新明和工業㈱航空機事業部
植田製油㈱
日本コンテナ・ターミナル㈱神戸支店

灘 5

富久娘酒造㈱
㈱大急
小泉製麻㈱
扇港興産㈱
日本アルコール販売㈱大阪支店新神戸事業所

中央 7

日本香料薬品㈱
住友ゴム工業㈱
ホテル北野プラザ六甲荘
大英石油㈱
㈱酒井商会
関電不動産開発㈱神戸支店
㈱加美乃素本舗

兵庫 6

三菱重工業㈱神戸造船所
川崎重工業㈱兵庫工場
三宮オイル㈱
不二製油㈱神戸工場
富士通テン㈱
三菱電機㈱神戸製作所

北 8

富士チタン工業㈱神戸工場
兵庫県立光風病院
菱三工業㈱
神戸スタンダード石油㈱
㈱リバースケミカル
神戸砕石㈱
目薬屋商店
神戸電鉄㈱

地区名 現在数 事　業　所　名

長田 7

甲南石油㈱
菱華運輸㈱神戸営業所
大西石油㈱
日本ペイントマリン㈱
ハニー化成㈱
ミヨシ油脂㈱神戸工場
セントラル・タンクターミナル㈱神戸事業所

須磨 5

ＪＸエネルギー㈱神戸油槽所
輝化学工業㈱
㈲ナショナル化学
菱華石油サービス㈱
㈱ミツワ

垂水 1 山陽バス㈱

西 13

川崎重工業㈱精密機械カンパニー
坂井化学工業㈱
㈱藤岡石油店
安井石油㈱
ナブテスコ㈱西神工場
阪神内燃機工業㈱玉津工場
神戸天然物化学㈱
三ツ星ベルト工機㈱
三和油業㈱
日本包装システム㈱
コニカミノルタ㈱
兵庫ヤクルト販売㈱
㈱末松石油店

水上 6

㈱上組港運事業本部
商船港運㈱
一般社団法人全日検神戸支部
㈱築港ポートアイランド化学品センター
㈱ユニエックス関西支店
三菱倉庫㈱神戸支店

合計 68

東京法令出版㈱
TEL 026－224－5411

図書の紹介

問合せ先

消防活動阻害物質が
追加されました
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　最近の消防庁の通知等について概略をお知らせし
ます。なお、通知文全文は消防庁のホームページで
公開されておりますので、参考にしてください。

危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令
の公布について

（平成28年3月1日消防危第27号）
危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令
の運用について

（平成28年3月1日消防危第28号）

　航空機給油取扱所において給油ホース車又は給油
タンク車が航空機に給油を行う際、静電気対策とし
て義務づけられている接地電極を使った給油ホース
車のホース機器又は給油タンク車の給油設備（以下
「給油設備等」という。）の接地（以下「アース」と
いう。）及び給油設備等と航空機の電気的接続（以
下「ボンディング」という。）のうち、アースに係
る規定を削除等するものです。
　この改正は、1990年代から米国では航空機給油時
の静電気対策としてアースを不要とすることに関す
る検討が始まり、2000年代以降は米国に加えて欧
州等の空港においてもボンディングのみ行われるよ
うになるなど、アースの義務づけを削除する国際的
な動きがあり、日本でもアースを行わなくてもボン
ディングにより電位差を等しくすることで火災に関
する安全性は確保できる旨報告されていることや、
アースを行わないことに起因する事故は報告されて
いないことから、ボンディングが行なわれれば航空
機給油時の静電気対策として安全性に問題はないと
判断したことによるものです。

呼び出しに応じて給油等を行う場合における安全
確保策に関する指針について

（平成28年3月25日消防危第44号）

　近年、中山間地域等の給油取扱所においては、顧
客の来店が極端に少なく、かつ係員数の確保が難し
い等の問題をかかえている状況にあり、地域特性に
応じた効率的な給油取扱所の運用形態が模索されて
います。
　このような状況の中で、通常は給油取扱所に常駐
している危険物取扱者である係員が、例外的に給油
取扱所に隣接する店舗等に所在し、顧客からの呼び
出しに応じて速やかに給油取扱所へ移動して給油又
は注油を行う運用形態が一つの方策として取り上げ
られたことを踏まえ、「呼び出しに応じて給油等を
行う場合における安全確保策に関する指針」が取り
まとめられました。

建築物の屋上に航空機給油取扱所を設置する場合
の安全対策について

（平成27年12月8日消防危第268号）

　近年、救急医療用ヘリコプターの需要が高まり、
全国的な配備が進められています。このため、病院
等の建築物の屋上に設けられたヘリポートに給油設
備を設置する事例が見られ、危険物の取扱量を踏ま
え市町村条例に基づく少量危険物貯蔵取扱所として
認められ運用されています。このことを踏まえ、今
般、建築物の屋上に航空機給油取扱所を設置する場
合の安全対策に係る指導指針をとりまとめました。

危険物規制のうごき
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平成 ２8 年度　危険物取扱者保安講習日時等（神戸市のみ）
日　　　　　時 区　　　　分 会　　 場（所在地） 定員

平成28年10月20日 石油コンビナート

神戸市教育会館大ホール
(神戸市中央区中山手通4ー10 ー 5)

200

平成28年11月　4日 そ の 他 一 般

平成29年　2月　1日 給 油 取 扱 所

平成29年　2月16日 そ の 他 一 般

神戸以外にも尼崎、西宮、加古川、高砂、姫路、淡路、豊岡等でも実
施しています。詳細は申し込み先まで。

平成 27年度歳入・歳出決算報告

1　一　般　会　計	
　　　　歳 入 合 計  ……………………………………… 	 8,310,364円　　	
　　　　歳 出 合 計  ……………………………………… 	 5,819,589円　　	
　　　　差 引 残 額  ……………………………………… 	 2,490,775円　　

歳入・歳出一覧表	 （単位：円）
歳　　　　　　入 歳　　　　　　出 差 引 残 額

会 費 収 入 3,810,000 負 担 金 300,540 
事 業 収 入 1,777,696 会 議 費 157,422 
助 成 金 250,000 事 業 費 3,301,007 
雑 収 入 662 事 務 費 2,030,620 
繰 入 金 2,472,006 積 立 金 30,000 

繰越明許費 0 
予 備 費 0 

合 計 8,310,364 合 計 5,819,589 2,490,775 

	 （注）差引残額は平成 28 年度へ繰越
		
2　積立金特別会計	
　　　　歳 入 合 計  ……………………………………… 	 1,590,331円　　	
　　　　歳 出 合 計  ……………………………………… 	 331円　　	
　　　　差 引 残 額  ……………………………………… 	 1,590,000円　　

歳入・歳出一覧表	 （単位：円）
歳　　　　　　入 歳　　　　　　出 差 引 残 額

積 立 金 30,000 繰 出 金 331 
雑 収 入 331 
前年度繰入金 1,560,000 
合 計 1,590,331 合 計 331 1,590,000

	 （注）差引残額は平成 28 年度へ繰越

3　「雪」特別会計	
　　　　歳 入 合 計  ……………………………………… 	 28,356,776円　　	
　　　　歳 出 合 計  ……………………………………… 	 22,027,151円　　	
　　　　差 引 残 額  ……………………………………… 	 6,329,625円　　

歳入・歳出一覧表	 （単位：円）
歳　　　　　　入 歳　　　　　　出 差 引 残 額

広 告 料 4,011,000 印 刷 費 15,941,880
購 読 料 18,040,168 執 筆 者 謝 金 2,261,038
雑 収 入 275 郵 送 費 3,011,796
前年度繰入金 6,305,333 事 務 費 409,627

広 報 費 10,000
雑 支 出 94,710
繰 越 金 0
租 税 公 課 298,100

合 計 28,356,776 合 計 22,027,151 6,329,625

	 （注）差引残額は平成 28 年度へ繰越

平成 28年度歳入・歳出予算

1　一　般　会　計	
　　　　歳 入 合 計  ……………………………………… 	 8,348,000円　　	
　　　　歳 出 合 計  ……………………………………… 	 8,348,000円　　

歳入・歳出一覧表	 （単位：円）
歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

会 費 収 入 3,762,000 負 担 金 300,540 
事 業 収 入 1,842,900 会 議 費 205,000 
助 成 金 250,000 事 業 費 3,966,912 
雑 収 入 2,325 事 務 費 2,335,548 
繰 入 金 2,490,775 積 立 金 30,000 

繰 越 明 許 費 1,500,000 
予 備 費 10,000 

合 計 8,348,000 合 計 8,348,000 

	
	
2　積立金特別会計	
　　　　歳 入 合 計  ……………………………………… 	 1,621,000円　　	
　　　　歳 出 合 計  ……………………………………… 	 1,000円　　

歳入・歳出一覧表	 （単位：円）
歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

積 立 金 30,000 繰 出 金 1,000
雑 収 入 1,000
前 年 度 繰 入 金 1,590,000
合 計 1,621,000 合 計 1,000

3　「雪」特別会計	
　　　　歳 入 合 計  ……………………………………… 	 28,020,000円　　	
　　　　歳 出 合 計  ……………………………………… 	 28,020,000円　　

歳入・歳出一覧表	 （単位：円）
歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

広 告 料 3,686,000 印 刷 費 16,100,000
購 読 料 18,000,000 執 筆 者 謝 金 2,300,000
雑 収 入 4,375 郵 送 費 3,100,000
前 年 度 繰 入 金 6,329,625 事 務 費 1,000,000

広 報 費 10,000
雑 支 出 200,000
繰 越 金 5,000,000
租 税 公 課 310,000

合 計 28,020,000 合 計 28,020,000

保  安  講  習  案  内保  安  講  習  案  内


